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新しい社会づくりをめざして農業・環境・外国人支援等の社会課題に、新規性や工夫

を凝らした新しいプランも多く出されました。子育て支援への多様なプレイヤーの参

画が広がっている現状と共に、少ない財源のなか地域で活動している市民活動団体に、

本アワードのような助成が切実に求められていることを改めて実感した次第です。 

審査にあたっては、事業の先進性、創意工夫、社会性、実現性、効果と発展性、共

感と市民参加・資源の活用、資金計画の妥当性、新規チャレンジ性などの項目に加え

て､実施団体の継続性や運営体制､あるいは活動内容の項目を基準に、審査委員の真摯

な協議によって総合的な判断を行いました。いずれも甲乙つけ難い提案の中から受賞

団体を決定した訳ですが、特に、大賞・優秀賞を受賞した 3 団体は事業計画の先進性

や実現性だけでなく、持ち味を活かした創意工夫や新規チャレンジ性が高く評価され

ました。これらには及ばないながらも独自性などの点で高く評価された 7 団体を奨励

賞に決定しました。結果として、受賞 10 団体は、子育て支援を軸としながら、新しい

展開をみせる多分野から選出される結果となりました。（※各受賞団体の事業プランや

選考の講評については、次ページ以降をご確認ください） 

なお、今回、最終の選考論議にまで残りながら惜しくも選考にもれた事業が４団体

ありました。いずれも新しい視点からの特徴ある事業プランであり、審査委員会とし

ては「審査委員会特別賞」とし、広報の形で支援いただくことを提案いたします。本

アワードの趣旨、優れた活動を広く応援することにも合致するものと考えています。 

また、この他、選にもれた団体についても、その事業や熱意は受賞団体、審査委員

会特別賞団体に匹敵するものであったことを付け加えておきます。 

 

３．今後への提言として 

「近畿ろうきんＮＰＯアワード」は、働く仲間の教育ローン利用の促進が、子ども

たちの未来と地域の子育て支援に連動するという仕組みをめざして、公募型の助成プ

ログラムとして実施され、今回で5回を数えました。 

応募いただいたプランは、いずれも社会的ニーズに基づいた切実な事業プランばか

りで、「子育て支援」が働く仲間にも共通する社会テーマであり、とりわけ、働く仲間

の暮らしを支える《ろうきん》運動にとっても大きなテーマになり得るものであるこ

とを確信するものです。また、《ろうきん》利用の促進が地域貢献につながるという新

たな仕組みを取り入れながら《ろうきん》の社会的アナウンスを高めるなど、まさに、

《グッドマネーバンク・ろうきん》に相応しい事業であると考えています。 

審査委員一同として、「近畿ろうきんＮＰＯアワード」のような《ろうきん》の特性

を生かした地域貢献型・利用者参加型の事業を、グッドマネーバンクの実践としてさ

らに工夫し、今後もより発展的にこのアワードの仕組みを継続いただきたいと強く念

ずる次第です。現在、全国合併に向けた事業構想が全国的に議論されていますが、地

域との共生を果たしていくためにも、「近畿ろうきんＮＰＯアワード」のような取り組

みが、全国各地で繰り広げられていくことを審査委員会としても強く要請します。 




